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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
・北澤　末吉様～医療保護入院　東病棟Cユニット5号室
【病棟移動】
・坪坂　真由美様～北病棟303号室へ
・吉田　文子様～南病棟C201号室へ

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・深川 大貴様、蛭子 修様～柞木田Drよりアルコールプログラム開始の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中迷惑行為あり早めに開放観察終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時被害妄想的訴え聞かれず、不穏興奮無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放後全裸でユニット内を徘徊、他患者へ詰め寄る様子ありクレームあり。開放観察は早めに終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚さや不穏・興奮なく静穏に過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr診察情報＞
・工藤 重孝様～エビリファイ（1）1Tは本日で終了、明日からアリピプラゾール（3）1Tに変更となる。3/4からデエビゴ処方。
他指示の追加や内服の変更等はなし。

＜入院患者様情報①＞
　日　　時：令和8年2月27日　13:10
　氏　　名：北澤　末吉（きたさわ　すえきち）様
　生年月日：昭和26年4月28日(74）
　病　　名：認知症疑い
　合 併 症：脳梗塞後
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット　

　＜経過＞
平成29年8月10日右脳梗塞発症し八戸赤十字病院へ搬送、9月11日まで入院加療となった。その後リハビリテーション継続目的にて総合リハビリ美穂野病院へ転院し11月24日に自宅退院。令和6年9月24日横紋筋融解症にて八戸市立市民病院へ入院。廃用症候群の診断にて令和6年10月24日メディカルコート八戸西病院へ転院。令和7年2月1日同院退院し現在有料老人ホーム「つばさ」入居中。同年3月頃より収集行為や他者トラブルがみられるようになった。同年6月頃からは大声、徘徊、暴言、易怒性、物盗られ妄想が持続。その後も易怒性、大声で人を呼び続ける、居室の壁を叩く、女性職員を触る等精神症状不安定のまま経過していた。施設からは対応困難であると家族は説明を受けており、入院治療を希望。
